
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号により変調されたレーザー光を記録媒体に照射することによって前記信号を前記記
録媒体に書き込む光ディスク装置において、
　前記レーザー光を記録媒体に照射して得られる反射光を電気信号に変換する変換手段と
、
　前記変換手段により得られた電気信号をサンプリングしてホールドするサンプルホール
ド手段と、
　前記サンプルホールド手段により得られたサンプルホールド信号を次段の信号処理回路
に伝送する伝送手段とを具備し、
　前記サンプルホールド手段は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射している期間に
サンプルホールドする書き込みモードのサンプルホールド回路と、
　前記レーザー光がバイアスパワーで出射している期間にサンプルホールドするバイアス
モードのサンプルホールド回路とを有し、
　

　前記書き込みモードのサンプルホールド回路は前記サンプル対象の前記電気信号を平均
化する積分回路を含んで構成され、
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前記書き込みモードのサンプルホールド回路は、スイッチと、前記スイッチに直列に接
続された抵抗と、前記スイッチおよび前記抵抗を介して前記サンプル対象の前記電気信号
が供給されるコンデンサとを有し、

前記積分回路は、前記抵抗および前記コンデンサによって構成され、



　前記書き込みモードのサンプルホールド回路は、前記レーザー光が書き込みパワーで出
射している期間には、前記積分回路によって平均化されたサンプル対象の前記電気信号を
サンプルホールドすることを特徴とする光ディスク装置。
【請求項２】
　信号により変調されたレーザー光を記録媒体に照射することによって前記信号を前記記
録媒体に書き込む光ディスク装置において、
　前記レーザー光を記録媒体に照射して得られる反射光を電気信号に変換する第１の変換
手段と、
　前記出射光の一部を電気信号に変換する第２の変換手段と、
　前記第１の変換手段により得られた電気信号をサンプリングしてホールドする第１のサ
ンプルホールド手段と、
　前記第２の変換手段により得られた電気信号をサンプリングしてホールドする第２のサ
ンプルホールド手段と、
　前記第１、第２のサンプルホールド手段により得られたサンプルホールド信号を次段の
信号処理回路に伝送する伝送手段とを具備し、
　前記第１のサンプルホールド手段は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射している
期間にサンプルホールドする第１のサンプルホールド回路と、前記レーザー光がバイアス
パワーで出射している期間にサンプルホールドする第２のサンプルホールド回路とを具備
し、
　前記第１のサンプルホールド回路は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射している
期間にはサンプル対象の前記電気信号を平均化してサンプルホールドし、
　

　前記第１のサンプルホールド回路はサンプル対象の前記電気信号を平均化する積分回路
を含んで構成され、
　
　前記第１のサンプルホールド回路による前記レーザー光が書き込みパワーで出射してい
る期間のサンプル対象の前記電気信号の平均化は、前記積分回路でなされる、
　ことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項３】
　前記第１のサンプルホールド回路は、書き込み対象記録媒体の種類により、前記レーザ
ー光が書き込みパワーで出射している期間にサンプル対象の前記電気信号を平均化するか
否か選択して切り換えることを特徴とする請求項２記載の光ディスク装置。
【請求項４】
　信号により変調されたレーザー光を記録媒体に照射することによって前記信号を前記記
録媒体に書き込む光ディスク装置において、
　前記レーザー光を記録媒体に照射して得られる反射光を電気信号に変換する第１の変換
手段と、
　前記出射光の一部を電気信号に変換する第２の変換手段と、
　前記第１の変換手段により得られた電気信号をサンプリングしてホールドする第１のサ
ンプルホールド手段と、
　前記第２の変換手段により得られた電気信号をサンプリングしてホールドする第２のサ
ンプルホールド手段と、
　前記第１、第２のサンプルホールド手段により得られたサンプルホールド信号を次段の
信号処理回路に伝送する伝送手段とを具備し、
　前記第２のサンプルホールド手段は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射している
期間にサンプルホールドする第３のサンプルホールド回路と、前記レーザー光がバイアス
パワーで出射している期間にサンプルホールドする第４のサンプルホールド回路とを具備
し、
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前記第１のサンプルホールド回路は、スイッチと、前記スイッチに直列に接続された抵
抗と、前記スイッチおよび前記抵抗を介して前記サンプル対象の前記電気信号が供給され
るコンデンサとを有し、

前記積分回路は、前記抵抗および前記コンデンサによって構成され、



　前記第３のサンプルホールド回路は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射している
期間にはサンプル対象の前記電気信号を平均化してサンプルホールドし、
　

　前記第３のサンプルホールド回路はサンプル対象の前記電気信号を平均化する積分回路
を含んで構成され、
　
　前記第３のサンプルホールド回路による前記レーザー光が書き込みパワーで出射してい
る期間のサンプル対象の前記電気信号の平均化は、前記積分回路でなされる、
　ことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項５】
　前記第３のサンプルホールド回路は、書き込み対象記録媒体の種類により、前記レーザ
ー光が書き込みパワーで出射している期間にサンプル対象の前記電気信号を平均化するか
否か選択して切り換えることを特徴とする請求項４記載の光ディスク装置。
【請求項６】
　前記第１、第２の変換手段は、いずれも光電変換素子と、電流電圧変換手段とを具備す
ることを特徴とする請求項２または４記載の光ディスク装置。
【請求項７】
　前記第１の変換手段と、前記第２の変換手段と、前記第１のサンプルホールド手段と、
前記第２のサンプルホールド手段とを少なくとも一体にして集積回路化することを特徴と
する請求項２または４記載の光ディスク装置。
【請求項８】
　前記伝送手段はフレキシブルケーブルを有することを特徴とする請求項１、２または４
記載の光ディスク装置。
【請求項９】
　信号により変調されたレーザー光を記録媒体に照射することによって前記信号を前記記
録媒体に書き込む光ディスク装置において、
　前記レーザー光を記録媒体に照射して得られる反射光を電気信号に変換する第１の変換
手段と、
　前記出射光の一部を電気信号に変換する第２の変換手段と、
　前記第１の変換手段により得られた電気信号をサンプリングしてホールドする第１のサ
ンプルホールド手段と、
　前記第２の変換手段により得られた電気信号をサンプリングしてホールドする第２のサ
ンプルホールド手段と、
　前記第１、第２のサンプルホールド手段により得られたサンプルホールド信号を次段の
信号処理回路に伝送する第１の伝送手段と、
　前記第１、第２の変換手段により得られる電気信号をそれぞれ差動信号に変換して前記
次段の信号処理回路に伝送する第２の伝送手段とを具備し、
　前記第１のサンプルホールド手段は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射している
期間にサンプルホールドする第１のサンプルホールド回路と、前記レーザー光がバイアス
パワーで出射している期間にサンプルホールドする第２のサンプルホールド回路とを具備
し、
　前記第１のサンプルホールド回路は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射している
期間にはサンプル対象の前記電気信号を平均化してサンプルホールドし、
　

　前記第１のサンプルホールド回路はサンプル対象の前記電気信号を平均化する積分回路
を含んで構成され、
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前記第３のサンプルホールド回路は、スイッチと、前記スイッチに直列に接続された抵
抗と、前記スイッチおよび前記抵抗を介して前記サンプル対象の前記電気信号が供給され
るコンデンサとを有し、

前記積分回路は、前記抵抗および前記コンデンサによって構成され、

前記第１のサンプルホールド回路は、スイッチと、前記スイッチに直列に接続された抵
抗と、前記スイッチおよび前記抵抗を介して前記サンプル対象の前記電気信号が供給され
るコンデンサとを有し、



　
　前記第１のサンプルホールド回路による前記レーザー光が書き込みパワーで出射してい
る期間のサンプル対象の前記電気信号の平均化は、前記積分回路でなされる、
　ことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項１０】
　信号により変調されたレーザー光を記録媒体に照射することによって前記信号を前記記
録媒体に書き込む光ディスク装置において、
　前記レーザー光を記録媒体に照射して得られる反射光を電気信号に変換する第１の変換
手段と、
　前記出射光の一部を電気信号に変換する第２の変換手段と、
　前記第１の変換手段により得られた電気信号をサンプリングしてホールドする第１のサ
ンプルホールド手段と、
　前記第２の変換手段により得られた電気信号をサンプリングしてホールドする第２のサ
ンプルホールド手段と、
　前記第１、第２のサンプルホールド手段により得られたサンプルホールド信号を次段の
信号処理回路に伝送する第１の伝送手段と、
　前記第１、第２の変換手段により得られる電気信号をそれぞれ差動信号に変換して前記
次段の信号処理回路に伝送する第２の伝送手段とを具備し、
　前記第２のサンプルホールド手段は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射している
期間にサンプルホールドする第３のサンプルホールド回路と、前記レーザー光がバイアス
パワーで出射している期間にサンプルホールドする第４のサンプルホールド回路とを具備
し、
　前記第３のサンプルホールド回路は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射している
期間にはサンプル対象の前記電気信号を平均化してサンプルホールドし、
　

　前記第３のサンプルホールド回路はサンプル対象の前記電気信号を平均化する積分回路
を含んで構成され、
　
　前記第３のサンプルホールド回路による前記レーザー光が書き込みパワーで出射してい
る期間のサンプル対象の前記電気信号の平均化は、前記積分回路でなされる、
　ことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項１１】
　前記次段の信号処理回路の入力手段が前記サンプルホールド信号を入力する入力回路を
有する第１の入力インターフェースであった場合は、前記第１の伝送手段と前記第１の入
力インターフェースを接続し、前記次段の信号処理回路の入力手段が前記差動信号を入力
する入力回路と、この入力回路により入力された信号をサンプリングしてホールドするサ
ンプルホールド回路とを有する第２の入力インターフェースであった場合は、前記第２の
伝送手段と前記第２のインターフェースを接続することを特徴とする請求項９または１０
記載の光ディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＤＲやＤＶＤＲ等の光ディスク（記録媒体）に書き込み可能な光ディスク
装置に係り、特にレーザーパワーが書き込みモードからバイアスモードに移行する際の制
定時間の短縮化に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来よりＣＤＲ、ＤＶＤＲドライブでは、光ピックアップに内蔵されているフォトディ
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前記積分回路は、前記抵抗および前記コンデンサによって構成され、

前記第３のサンプルホールド回路は、スイッチと、前記スイッチに直列に接続された抵
抗と、前記スイッチおよび前記抵抗を介して前記サンプル対象の前記電気信号が供給され
るコンデンサとを有し、

前記積分回路は、前記抵抗および前記コンデンサによって構成され、



テクタ回路やフロントモニタフォトディテクタ回路により得られる半導体レーザーのディ
スク反射光に対応した光電変換信号は、図８（Ａ）に示すような形であるが、通常フレキ
シブルケーブルを通してＲＦ信号処理回路に伝送される（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　ＲＦ信号処理回路はフレキシブルケーブルを通して入力される光電変換信号に基づいて
例えばサーボ信号やＡＰＣ制御信号などを算出する。サーボ信号を算出するには半導体レ
ーザーがバイアスパワーで発光している期間の光電変換信号（図８（Ａ）のローレベル期
間）をサンプリングすることが必要である。しかし、記録倍速が増大するとサンプリング
期間が短くなるため、書き込み期間の光電変換信号がバイアス期間（図８（Ａ）のローレ
ベル期間）の光電変換信号に移行する際の信号の静定時間を短くする必要がある。
【特許文献１】特開平１１－５３７５３号公報　（第５頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記したフレキシブルケーブルは電気的には分布定数線路として動作し
、また１５０ＭＨｚ付近にピークを持つ周波数特性を有している。それ故、静定時間を短
くするためにフロントモニタフォトディテクタ回路の出力のスルーレートを上げても、図
８（Ｂ）に示すようにバイアス期間の光電変換信号（ローレベル期間）のバイアスパワー
部分に発生するリンギング５０が大きくなるだけで静定時間はかえって悪化してしまう。
【０００５】
　またスルーレートをあげる事はフレキシブルケーブルの容量成分や後段のＲＦ信号処理
回路の入力容量等の負荷容量を短時間でチャージする事を意味しているので、フォトディ
テクタ回路やフロントモニタフォトディテクタ回路の終段に流す回路電流を大きくしなけ
ればならない事を意味し、消費電力の増大を招き、パッケージの許容する消費電力を超え
てしまうため、その意味でも静定時間を短くする事はできない。そのため、書き込みパワ
ーからバイアスパワーへの静定時間は１０ｎｓ台から短くする事は非常に難しく、これで
は、記録倍速が大きくなった場合に対処できなくなり、サーボの精度が悪化し、場合によ
ってはトラッキングサーボが掛けられなくなってしまうという問題があった。
【０００６】
　そこで、フォトディテクタ回路やフロントモニタフォトディテクタ回路内にサンプルホ
ールド回路を装備して光電変換信号をサンプルホールドすることによりその振幅を小さく
し、このサンプルホールド信号を伝送する方法が考えられる。しかし、ＲＷ（書き換え型
）メディア（記録媒体）書き込み時にはパルストレイン書き込みを行うので、図９に示す
ように光電変換信号の書き込み期間は非常に短いパルスが複数生じるが、このパルスのハ
イレベル部分を最適なレーザーパワーを求めるためのＯＰＣ（ Optimum Power Control）
制御や絶対アドレスの取得のためにサンプリングを行なう。しかし、記録倍速が大きくな
った場合に、このサンプリングのタイミングのずれによって、パルスのハイレベル部分を
旨くサンプリングすることができなくなり、サンプリング出力が不安定で最適レーザーパ
ワー制御が安定して掛けられなかったり、取得されるアドレスの精度が悪化し、書き込み
が不安定になるなどの問題があった。
【０００７】
　また、上記のようにフォトディテクタ回路及びフロントモニタフォトディテクタ回路か
らサンプルホールド信号を後段のＲＦ信号処理回路に伝送する構成が好ましいが、ＲＦ信
号処理回路の種類によってはサンプリング出力の受け入れ可能なもの、差動出力しか受け
付けないものなどの各種のインターフェースを持つものがあるため、サンプルホールド信
号を出力するフォトディテクタ回路やフロントモニタフォトディテクタ回路の汎用性が制
限されるという問題があった。
【０００８】
　本発明は前記事情に鑑み案出されたものであって、本発明の目的は、記録倍速数が大き
くなっても消費電力の増大無しに、フォトディテクタ回路及びフロントモニタフォトディ
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テクタ回路からレーザー光のディスク反射光に対応した信号情報をフレキシブルケーブル
を用いてＲＦ信号処理回路に波形変形無く伝送して各種信号処理を精度良く且つ安定に行
うことができるようにすると共に、特にフォトディテクタ回路及びフロントモニタフォト
ディテクタ回路において前記ディスク反射光に対応した信号の書き込みパワー期間のサン
プリングに際して、パルストレイン書き込み方式を用いる場合でも、前記信号のサンプリ
ングを精度良く且つ安定に行うことができるようにして円滑な書き込みを可能とし、さら
に、サンプル信号を出力するフォトディテクタ回路やフロントモニタフォトディテクタ回
路の汎用性を向上させることができる光ディスク装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は上記目的を達成するために、信号により変調されたレーザー光を記録媒体に照
射することによって前記信号を前記記録媒体に書き込む光ディスク装置において、前記レ
ーザー光を記録媒体に照射して得られる反射光を電気信号に変換する変換手段と、前記変
換手段により得られた電気信号をサンプリングしてホールドするサンプルホールド手段と
、前記サンプルホールド手段により得られたサンプルホールド信号を次段の信号処理回路
に伝送する伝送手段とを具備し、前記サンプルホールド手段は、前記レーザー光が書き込
みパワーで出射している期間にサンプルホールドする書き込みモードのサンプルホールド
回路と、前記レーザー光がバイアスパワーで出射している期間にサンプルホールドするバ
イアスモードのサンプルホールド回路とを有し、

前記書
き込みモードのサンプルホールド回路は前記サンプル対象の前記電気信号を平均化する積
分回路を含んで構成され、

前記書き込みモードのサンプルホールド回路は、前記レーザー光が書き込みパワー
で出射している期間には、前記積分回路によって平均化されたサンプル対象の前記電気信
号をサンプルホールドすることを特徴とする。
【００１０】
　このように本発明の光ディスク装置では、信号書き込み時のディスク記録媒体の倍速数
が大きい場合で、ＲＷ記録媒体にパルストレイン書き込みを行う場合、前記レーザー光が
書き込みパワーで出射している期間に前記変換手段から出力されるパルスの周期は非常に
短くなるが、前記レーザー光が書き込みパワーで出射している期間にはサンプル対象の前
記電気信号を平均化してサンプルホールドすることにより、サンプルタイミングのずれ無
くサンプルすることができ、ＲＷ記録媒体に対する高倍速信号記録を精度良く且つ安定に
行うことができる。
【００１１】
　また、本発明は、信号により変調されたレーザー光を記録媒体に照射することによって
前記信号を前記記録媒体に書き込む光ディスク装置において、前記レーザー光を記録媒体
に照射して得られる反射光を電気信号に変換する第１の変換手段と、前記出射光の一部を
電気信号に変換する第２の変換手段と、前記第１の変換手段により得られた電気信号をサ
ンプリングしてホールドする第１のサンプルホールド手段と、前記第２の変換手段により
得られた電気信号をサンプリングしてホールドする第２のサンプルホールド手段と、前記
第１、第２のサンプルホールド手段により得られたサンプルホールド信号を次段の信号処
理回路に伝送する伝送手段とを具備し、前記第１のサンプルホールド手段は、前記レーザ
ー光が書き込みパワーで出射している期間にサンプルホールドする第１のサンプルホール
ド回路と、前記レーザー光がバイアスパワーで出射している期間にサンプルホールドする
第２のサンプルホールド回路とを具備し、前記第１のサンプルホールド回路は、前記レー
ザー光が書き込みパワーで出射している期間にはサンプル対象の前記電気信号を平均化し
てサンプルホールドし、

前記第１のサンプルホールド回路はサンプ
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前記書き込みモードのサンプルホールド
回路は、スイッチと、前記スイッチに直列に接続された抵抗と、前記スイッチおよび前記
抵抗を介して前記サンプル対象の前記電気信号が供給されるコンデンサとを有し、

前記積分回路は、前記抵抗および前記コンデンサによって構成
され、

前記第１のサンプルホールド回路は、スイッチと、前記スイッチ
に直列に接続された抵抗と、前記スイッチおよび前記抵抗を介して前記サンプル対象の前
記電気信号が供給されるコンデンサとを有し、



ル対象の前記電気信号を平均化する積分回路を含んで構成され、
前記第１のサンプルホールド回路による前記

レーザー光が書き込みパワーで出射している期間のサンプル対象の前記電気信号の平均化
は、前記積分回路でなされることを特徴とする。
　また本発明は、信号により変調されたレーザー光を記録媒体に照射することによって前
記信号を前記記録媒体に書き込む光ディスク装置において、前記レーザー光を記録媒体に
照射して得られる反射光を電気信号に変換する第１の変換手段と、前記出射光の一部を電
気信号に変換する第２の変換手段と、前記第１の変換手段により得られた電気信号をサン
プリングしてホールドする第１のサンプルホールド手段と、前記第２の変換手段により得
られた電気信号をサンプリングしてホールドする第２のサンプルホールド手段と、前記第
１、第２のサンプルホールド手段により得られたサンプルホールド信号を次段の信号処理
回路に伝送する伝送手段とを具備し、前記第２のサンプルホールド手段は、前記レーザー
光が書き込みパワーで出射している期間にサンプルホールドする第３のサンプルホールド
回路と、前記レーザー光がバイアスパワーで出射している期間にサンプルホールドする第
４のサンプルホールド回路とを具備し、前記第３のサンプルホールド回路は、前記レーザ
ー光が書き込みパワーで出射している期間にはサンプル対象の前記電気信号を平均化して
サンプルホールドし、

前記第３のサンプルホールド回路はサンプル
対象の前記電気信号を平均化する積分回路を含んで構成され、

前記第３のサンプルホールド回路による前記レ
ーザー光が書き込みパワーで出射している期間のサンプル対象の前記電気信号の平均化は
、前記積分回路でなされることを特徴とする。
【００１２】
　このように本発明の光ディスク装置では、例えばフォトディテクタ回路内にある第１の
サンプルホールド手段はレーザー光の記録媒体反射光に対応する電気信号をサンプルホー
ルドして振幅を小さくし、得られた振幅の小さいサンプル信号をフレキシブルケーブルな
どの伝送手段を通して次段のＲＦ信号処理回路内の信号処理回路に伝送する。それ故、フ
ォトディテクタ回路内でのサンプリング時の書き込みパワーからバイアスパワーへの静定
時間はフレキシブルケーブルを駆動する必要が無いため、初段のスルーレートを上げて十
分に短くすることができ、記録倍速が大きくなった場合にも精度の良いサンプリングを行
うことができるので、安定で精度の良いサンプルホールド信号をＲＦ信号処理回路に伝送
できる。これにより、ＲＦ信号処理回路内の各種信号処理を精度の良く且つ安定に行って
フォーカスサーボやトラッキングサーボなどを安定に掛けることができる。同時に、例え
ばフロントモニタフォトディテクタ回路内にある第２のサンプルホールド手段により得ら
れた振幅を小さくしたサンプル信号をフレキシブルケーブルなどの伝送手段を通して次段
のＲＦ信号処理回路内の信号処理回路に伝送する。それ故、フロントモニタフォトディテ
クタ回路内でのサンプリング時の書き込みパワーからバイアスパワーへの静定時間はフレ
キシブルケーブルを駆動する必要が無いため、初段のスルーレートを上げて十分に短くす
ることができ、記録倍速が大きくなった場合にも精度の良いサンプリングを行うことがで
きる。それ故、精度の良い且つ安定なサンプルホールド信号をＲＦ信号処理回路に伝送で
き、安定で精度の良いレーザー光の自動パワー制御等を行うことができる。
【００１３】
　また、本発明は、信号により変調されたレーザー光を記録媒体に照射することによって
前記信号を前記記録媒体に書き込む光ディスク装置において、前記レーザー光を記録媒体
に照射して得られる反射光を電気信号に変換する第１の変換手段と、前記出射光の一部を
電気信号に変換する第２の変換手段と、前記第１の変換手段により得られた電気信号をサ
ンプリングしてホールドする第１のサンプルホールド手段と、前記第２の変換手段により
得られた電気信号をサンプリングしてホールドする第２のサンプルホールド手段と、前記
第１、第２のサンプルホールド手段により得られたサンプルホールド信号を次段の信号処
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前記積分回路は、前記抵
抗および前記コンデンサによって構成され、

前記第３のサンプルホールド回路は、スイッチと、前記スイッチに
直列に接続された抵抗と、前記スイッチおよび前記抵抗を介して前記サンプル対象の前記
電気信号が供給されるコンデンサとを有し、

前記積分回路は、前記抵抗
および前記コンデンサによって構成され、



理回路に伝送する第１の伝送手段と、前記第１、第２の変換手段により得られる電気信号
をそれぞれ差動信号に変換して前記次段の信号処理回路に伝送する第２の伝送手段とを具
備し、前記第１のサンプルホールド手段は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射して
いる期間にサンプルホールドする第１のサンプルホールド回路と、前記レーザー光がバイ
アスパワーで出射している期間にサンプルホールドする第２のサンプルホールド回路とを
具備し、前記第１のサンプルホールド回路は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射し
ている期間にはサンプル対象の前記電気信号を平均化してサンプルホールドし、

前記第１のサンプルホールド回路はサンプル対象の前記電気信号を平均化す
る積分回路を含んで構成され、

前記第１のサンプルホールド回路による前記レーザー光が書き込みパワーで出
射している期間のサンプル対象の前記電気信号の平均化は、前記積分回路でなされること
を特徴とする。
　また本発明は、信号により変調されたレーザー光を記録媒体に照射することによって前
記信号を前記記録媒体に書き込む光ディスク装置において、前記レーザー光を記録媒体に
照射して得られる反射光を電気信号に変換する第１の変換手段と、前記出射光の一部を電
気信号に変換する第２の変換手段と、前記第１の変換手段により得られた電気信号をサン
プリングしてホールドする第１のサンプルホールド手段と、前記第２の変換手段により得
られた電気信号をサンプリングしてホールドする第２のサンプルホールド手段と、前記第
１、第２のサンプルホールド手段により得られたサンプルホールド信号を次段の信号処理
回路に伝送する第１の伝送手段と、前記第１、第２の変換手段により得られる電気信号を
それぞれ差動信号に変換して前記次段の信号処理回路に伝送する第２の伝送手段とを具備
し、前記第２のサンプルホールド手段は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射してい
る期間にサンプルホールドする第３のサンプルホールド回路と、前記レーザー光がバイア
スパワーで出射している期間にサンプルホールドする第４のサンプルホールド回路とを具
備し、前記第３のサンプルホールド回路は、前記レーザー光が書き込みパワーで出射して
いる期間にはサンプル対象の前記電気信号を平均化してサンプルホールドし、

前記第３のサンプルホールド回路はサンプル対象の前記電気信号を平均化する
積分回路を含んで構成され、

前記第３のサンプルホールド回路による前記レーザー光が書き込みパワーで出射
している期間のサンプル対象の前記電気信号の平均化は、前記積分回路でなされることを
特徴とする。
【００１４】
　このように本発明の光ディスク装置では、フォトディテクタ回路やフロントフォトディ
テクタ回路にサンプルホールド信号を伝送する第１の伝送手段を備えると共に、差動信号
を伝送する第２の伝送手段を備えることにより、次段の信号処理回路の入力インターフェ
ースがサンプルホールド信号を入力できるタイプでも、差動信号を入力できるタイプのい
ずれであっても、フォトディテクタ回路及びフロントフォトディテクタ回路を例えばフレ
キシブルケーブルを用いて次段の信号処理回路に接続することができ、フォトディテクタ
回路及びフロントフォトディテクタ回路の汎用性を向上させることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、信号書き込み時のディスク記録媒体の倍速数が大きい場合で、例えば
ＲＷ記録媒体にパルストレイン書き込みを行う場合、レーザー光が書き込みパワーで出射
している期間にＲＷ記録媒体の反射光を光電変換して得られる電気信号の周期が非常に短
くなるが、フォトディテクタ回路及びフロントモニタフォトディテクタ回路にて前記電気
信号を平均化してサンプルホールドすることにより、サンプルタイミングがずれていない
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前記第１
のサンプルホールド回路は、スイッチと、前記スイッチに直列に接続された抵抗と、前記
スイッチおよび前記抵抗を介して前記サンプル対象の前記電気信号が供給されるコンデン
サとを有し、

前記積分回路は、前記抵抗および前記コンデンサによって
構成され、

前記第３の
サンプルホールド回路は、スイッチと、前記スイッチに直列に接続された抵抗と、前記ス
イッチおよび前記抵抗を介して前記サンプル対象の前記電気信号が供給されるコンデンサ
とを有し、

前記積分回路は、前記抵抗および前記コンデンサによって構
成され、



精度の良いサンプルホールド信号を次段の信号処理回路に伝送することができ、次段の信
号処理回路における信号処理を精度良く安定に行うことができ、これによりパルストレイ
ン書き込み方式による高倍速信号記録を安定に行うことができる。
　また、フォトディテクタ回路及びフロントモニタフォトディテクタ回路にて前記記録媒
体の反射光を光電変換して得られる電気信号をサンプルホールドしてその振幅を小さくし
、このサンプルホールド信号を次段の信号処理回路に伝送することにより、伝送手段とし
てフレキシブルケーブルを用いても前記反射光の正確な光電変換情報を次段の処理回路に
伝送することができる。しかも、フォトディテクタ回路及びフロントモニタフォトディテ
クタ回路でのサンプリング時の書き込みパワーからバイアスパワーへの静定時間はフレキ
シブルケーブルを駆動する必要が無いため、初段のスルーレートを上げて十分に短くする
ことができるため、記録倍速が大きくなった場合にも精度の良いサンプリングを行うこと
ができる。それ故、サンプルホールド信号をＲＦ信号処理回路に波形変形など無く伝送す
ることができるので、記録倍速数が大きくなっても消費電力の増大無く、次段のＲＦ信号
処理回路における信号処理を安定で精度良く行って、円滑な書き込み動作を行うことがで
きる。
　また、フォトディテクタ回路及びフロントフォトディテクタ回路に次段の信号処理回路
にサンプルホールド信号を伝送する第１の伝送手段を備えると共に、差動信号を伝送する
第２の伝送手段を備えることにより、次段の信号処理回路の入力インターフェースがサン
プルホールド信号を入力できるタイプでも、差動信号を入力できるタイプのいずれでも、
例えばフレキシブルケーブルを用いて次段の信号処理回路を接続することができ、フォト
ディテクタ回路及びフロントフォトディテクタ回路の汎用性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　レーザー光が照射された記録媒体からの反射光を光電変換して得られる電気信号をサン
プルホールドし、このサンプルホールド信号を次段の信号処理回路に伝送する、またレー
ザー光が書き込みパワーで出射している期間にＲＷ記録媒体の反射光を光電変換して得ら
れる電気信号を平均化してサンプルホールドし、このサンプルホールド信号を次段の信号
処理回路に伝送する、さらにフォトディテクタ回路及びフロントフォトディテクタ回路に
次段の信号処理回路にサンプルホールド信号を伝送する第１の伝送手段を備えると共に、
差動信号を伝送する第２の伝送手段を備えることによって容易に実現した。
【実施例１】
【００１７】
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る光ディスク装置の構成を示したブロック図で
ある。光ディスク装置は、対物レンズ１、ビームスプリッタ（ＢＳ）２、集光レンズ３、
４、半導体レーザー（ＬＤ）５、半導体レーザー５を駆動するレーザー駆動回路（ＬＤＤ
）６、フォトディテクタ回路（ＰＤＩＣ）７、フロントモニタフォトディテクタ回路（Ｆ
ＰＤＩＣ）８、ＲＦ信号処理回路９、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）１０、コン
トローラ１１を有して構成されている。
【００１８】
　フォトディテクタ回路７は、フォトディテクタ（ＰＤ）７１、電流電圧変換器（Ｉ／Ｖ
）７２、サンプルホールド回路（Ｓ／Ｈ）７３、７４を有している。フロントモニタフォ
トディテクタ回路８は、フォトディテクタ（ＰＤ）８１、電流電圧変換器（Ｉ／Ｖ）８２
、サンプルホールド回路（Ｓ／Ｈ）８３、８４を有している。ＲＦ信号処理回路９はＯＰ
Ｃ９１、ウォブル・アドレス検出回路（ＷＯＢＢＬＥ・ＡＤＤＲＥＳＳ）９２、サーボ信
号生成回路（ＳＥＲＶＯ）９３、ＲＦ信号生成回路（ＲＦ）９４、自動出射パワー制御回
路（ＡＰＣ）９５を有している。デジタルシグナルプロセッサ１０は、サーボ回路１０１
、信号処理回路１０２、デコーダ１０３、書き込みストラテジ・タイミング発生回路１０
４、エンコーダ１０５を有している。但し、特許請求の範囲の記録媒体は光ディスク１０
０に相当し、変換手段はフォトディテクタ７１、電流電圧変換器７２、フォトディテクタ
８１、電流電圧変換器８２に相当し、サンプルホールド手段はサンプルホールド回路７３
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、７４、８３、８４に相当し、信号処理回路はＲＦ信号処理回路９に相当し、書き込みモ
ードのサンプルホールド回路はサンプルホールド回路７３、８３に相当し、バイアスモー
ドのサンプルホールド回路はサンプルホールド回路７４、８４に相当し、第１の変換手段
はフォトディテクタ７１、電流電圧変換器７２に相当し、第２の変換手段はフォトディテ
クタ８１、電流電圧変換器８２に相当し、第１のサンプルホールド手段はサンプルホール
ド回路７３、７４に相当し、第２のサンプルホールド手段はサンプルホールド回路８３、
８４に相当し、第１のサンプルホールド回路はサンプルホールド回路７３に相当し、第２
のサンプルホールド回路はサンプルホールド回路７４に相当し、第３のサンプルホールド
回路はサンプルホールド回路８３に相当し、第４のサンプルホールド回路はサンプルホー
ルド回路８４に相当し、光電変換素子はフォトディテクタ７１、８１に相当し、電流電圧
変換手段は電流電圧変換器７２、８２に相当する。
【００１９】
　図２はサンプルホールド回路７３、８３、７４、８４の構成を示した回路図である。サ
ンプルホールド回路７３、８３は図２（Ａ）に示したようなに、スイッチ２１、抵抗２２
、コンデンサ２３で構成され、抵抗２２とコンデンサ２３で積分回路を構成している。サ
ンプルホールド回路７４、８４は図２（Ｂ）に示したような、スイッチ２４、コンデンサ
２５で構成されている。
【００２０】
　次に本実施の形態のディスク書き込み動作について説明する。コントローラ１１は、書
き込みデータ２００をエンコーダ１０５に出力する。エンコーダ１０５は書き込みデータ
２００をエンコードし、このエンコードした書き込みデータ２０１を書き込みストラテジ
・タイミング発生回路１０４に出力する。書き込みストラテジ・タイミング発生回路１０
４は書き込みデータ２０１に応じた書き込みパルスを発生し、この書き込みパルスをレー
ザー駆動回路６に出力する。
【００２１】
　レーザー駆動回路６はバイアスパワー出力に乗せて書き込みパルスに応じたパワーの増
減を行ない、この変調されたレーザー光をビームスプリッタ２、対物レンズ１を通して光
ディスク１００上に集光してデータを書き込む。その際、

フロントモニタフォトディテクタ回路８のフォトディテクタ８１に入力
される。
【００２２】
　フォトディテクタ回路７のフォトディテクタ８１はレーザー光を受光して対応する電流
に変換し、電流電圧変換器７２はそれを電圧に変換して受光信号としてサンプルホールド
回路７３、７４に出力する。サンプルホールド回路７３、７４は受光信号をサンプルホー
ルドし、ＲＦ信号処理回路９にフレキシブルケーブル（図示せず）を通して伝送する。
【００２３】
　同様に、フロントモニタフォトディテクタ回路８のフォトディテクタ８１はレーザー光
を受光して対応する電流に変換し、電流電圧変換器８２はそれを電圧に変換してパワーモ
ニタ信号としてサンプルホールド回路８３、８４に出力する。サンプルホールド回路８３
、８４はパワーモニタ信号をサンプルホールドし、ＲＦ信号処理回路９にフレキシブルケ
ーブル（図示せず）を通して伝送する。
【００２４】
　ここで、フォトディテクタ回路７で用いられるサンプルホールド回路７３、７４の動作
について図２を参照して説明する。図２（Ａ）に示すようにサンプルホールド回路７３の
スイッチ２１はコントローラ１１の書き込みストラテジ・タイミング発生回路１０４から
発生されるサンプル信号３０１により、図４に示した受光信号の書き込み期間ＷＴでオン
され、バイアス期間ＢＴではオフされる。ここで、ＲＷメディア書き込みにおけるパルス
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半導体レーザー５から出射され
たレーザー光の大部分は、ビームスプリッタ２を透過して光ディスク１００で反射された
のちビームスプリッタ２により反射されフォトディテクタ回路７のフォトディテクタ７１
に入力され、半導体レーザー５から出射されたレーザー光の残りの一部は、ビームスプリ
ッタ２で反射され



トレイン書き込み方式では、受光信号４００は書き込み期間ＷＴで、細かいパルス信号の
繰り返しとなるが、これらパルスは抵抗２２とコンデンサ２３により平均化され、コンデ
ンサ２３には４０１に示すような、前記複数の細かいパルスの平均化されたレベルがホー
ルドされることになる。
【００２５】
　図２（Ｂ）に示すようにサンプルホールド回路７４のスイッチ２４はコントローラ１１
の書き込みストラテジ・タイミング発生回路１０４から発生されるサンプル信号３０２に
より、受光信号のバイアス期間ＢＴでオンされ、書き込み期間ＷＴではオフされる。した
がって、図４の受光信号４００のバイアス期間ＢＴにおける信号レベルがコンデンサ２５
にホールドされることになる。
【００２６】
　尚、フロントモニタフォトディテクタ回路８で用いられるサンプルホールド回路８３は
フォトディテクタ回路７で用いられるサンプルホールド回路７３と同一構成であり、パワ
ーモニタ信号の書き込み期間の平均レベルをホールドする。また、サンプルホールド回路
８４はサンプルホールド回路７４と同一構成であり、パワーモニタ信号のバイアス期間に
おける信号レベルがコンデンサ２５にホールドされることになる。
【００２７】
　フォトディテクタ回路７のサンプルホールド回路７３でホールドされた信号はフレキシ
ブルケーブルを通してＲＦ信号処理回路９のＯＰＣ９１とウォブル・アドレス検出回路９
２に伝送され、サンプルホールド回路７４でホールドされた信号はフレキシブルケーブル
を通してウォブル・アドレス検出回路９２とサーボ信号生成回路９３とＲＦ信号生成回路
９４に伝送される。読み出し信号の周波数特性やレベルなどを整形して、ＲＦ信号を生成
する。
【００２８】
　フロントモニタフォトディテクタ回路８のサンプルホールド回路８３でホールドされた
信号はフレキシブルケーブルを通してＲＦ信号処理回路９のＡＰＣ９５に伝送され、サン
プルホールド回路８４でホールドされた信号をフレキシブルケーブルを通して同ＡＰＣ９
５に伝送する。
【００２９】
　ＲＦ信号処理回路９のＯＰＣ９１は受光信号の書き込み期間のレベルに基づいて半導体
レーザー５の最適記録出力レベルを求め、これをＡＰＣ９５に設定する。ＡＰＣ９５は書
き込み期間とバイアス期間のパワーモニタ信号のレベルに基づいて半導体レーザー５の出
射パワーを設定値とする制御を行う。
【００３０】
　サーボ信号生成回路９３は受光信号のバイアス期間のサンプル信号より各種サーボ信号
を算出して、これらサーボ信号をデジタルシグナルプロセッサ１０のサーボ回路１０１に
出力する。サーボ回路１０１は、入力されたサーボ信号に基づいて図示されないアクチュ
エータを駆動するサーボ信号を発生し、これをアクチュエータに出力する。これにより、
フォトディテクタ回路７、フロントモニタフォトディテクタ回路８及び光学系（半導体レ
ーザー５、ビームスプリッタ２、対物レンズ１など）から構成される光ピックアップのト
ラッキング制御やフォーカス制御などが行われる。
【００３１】
　ウォブル・アドレス検出回路９２は、受光信号の書き込み期間とバイアス期間のサンプ
ル信号に基づいて絶対アドレスを求める。コントローラ１１は現在データを書き込んでい
る光ディスク１００の場所を上記求められた絶対アドレスに基づいて常にモニタし、所定
の場所にデータが書きこまれない場合は、サーボ回路１０１を制御して再書き込みなどの
制御を行う。また、コントローラ１１はエンコーダ１０５、デコーダ１０３及びサーボ回
路１０１のオンオフ制御や装置全体の制御をしており、操作パネル（図示せず）などのイ
ンターフェースから入力されるユーザ指示を装置動作に反映したり、装置の状態などを操
作パネルのディスプレイに表示したりする制御を行う。
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【００３２】
　また、光ディスク１００の再生時、ＲＦ信号生成回路９４にはフォトディテクタ回路７
のサンプルホールド回路７４とフロントモニタフォトディテクタ回路８のサンプルホール
ド回路８４から信号が入力される。フォトディテクタ回路７のＲＦ信号生成回路９４は入
力される信号の周波数をイコライズしたりレベルを整形してＲＦ信号とし、これをデジタ
ルシグナルプロセッサ１０の信号処理回路１０２に出力する。信号処理回路１０２はＲＦ
信号を２値化して読み出しデータとし、これをデコーダ１０３に出力する。デコーダ１０
３は読み出しデータをデコードしてユーザーデータとし、これをコントローラ１１に出力
する。その時のサーボ信号生成回路９３やサーボ回路１０１の動作は書き込み時と同様で
ある。また、ＡＰＣ９５はサンプルホールド回路８４から入力される信号に基づいて半導
体レーザー出射パワーを所定の一定値に制御する。
【００３３】
　本実施の形態によれば、フォトディテクタ回路７及びフロントモニタフォトディテクタ
回路８では受光信号及びパワーモニタ信号をサンプリングし、サンプルホールド信号を次
段のＲＦ信号処理回路９にフレキシブルケーブルを通して送っているため、フォトディテ
クタ回路７及びフロントモニタフォトディテクタ回路８内でのサンプリング時の書き込み
パワーからバイアスパワーへの静定時間はフレキシブルケーブルを駆動する必要が無いた
め、初段のスルーレートを上げて十分に短くすることができ、記録倍速が大きくなった場
合にも精度の良いサンプリングを行うことができるので、安定で精度の良いサンプルホー
ルド信号をＲＦ信号処理回路９に伝送できる。これにより、ＲＦ信号処理回路９内の各種
信号処理を精度の良く且つ安定に行うことができ、記録倍速が大きくても、円滑なデータ
の書き込みを行うことができる。
【００３４】
　また、ＲＷメディアの書き込みにおけるパルストレイン書き込み方式に対しては、フォ
トディテクタ回路７のサンプルホールド回路７３とフロントモニタフォトディテクタ回路
８のサンプルホールド回路８３において、書き込み期間の信号のサンプリングを行う時に
、書き込み期間のレベルを平均化してサンプルホールドし、これをフレキシブルケーブル
を通してＲＦ信号処理回路９に出力しているため、記録倍速数が大きくても、書き込み期
間のサンプリングタイミングがずれることが無くなり、半導体レーザー５のパワー制御及
び光ピックアップのトラッキング制御など各種制御を安定で精度のよく行うことができ、
データの書き込みを円滑に行うことができる。
【００３５】
　ところで、Ｒ（追記型）メディアに対する書き込みでは、パルストレイン書き込み方式
を行わないため、パワーモニタ信号の書き込み期間のサンプリング時に正確なＯＰＣ信号
を得るためにはパルスの後端側の正確にサンプリングした方が良い。そのため、上記のよ
うなパワーモニタ信号の平均化を行う必要は無い、そこで、フォトディテクタ回路７のサ
ンプルホールド回路７３とフロントモニタフォトディテクタ回路８のサンプルホールド回
路８３の回路構成を図３に示すように構成し、ＲＷメディア書き込み時にはスイッチ２６
をオフ、スイッチ２１をオンにして、図２（Ａ）と同一の回路とする。Ｒメディア書き込
み時にはスイッチ２６をオン、スイッチ２１をオフにして、通常のサンプルホールド回路
とし、パワーモニタ信号を平均化せずにサンプリングすることで対応することができる。
なお、スイッチ２１、２６の上記したオンオフ制御は書き込みストラテジ・タイミング発
生回路１０４により行われるものとする。
【実施例２】
【００３６】
　図５は、本発明の第２の実施の形態に係る光ディスク装置の構成を示したブロック図で
ある。但し、第１の実施の形態と同一の部分には同一符号を用い且つ、その説明を適宜省
略する。
【００３７】
　本実施の形態の光ディスク装置は、フォトディテクタ回路７とフロントモニタフォトデ
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ィテクタ回路８をひとつのフロントモニタ／フォトディテクタ回路１２に一体に集積化し
て、ひとつのＩＣにしたところが図１に示した第１の実施の形態と異なるところであり、
他の構成は第１の実施の形態と同一で同様の効果があるが、特に、フォトディテクタ回路
７とフロントモニタフォトディテクタ回路８をひとつのＩＣとしたことにより、省スペー
ス及び省電力効果がある。
【実施例３】
【００３８】
　図６は、本発明の第３の実施の形態に係る光ディスク装置の要部の構成を示したブロッ
ク図である。但し、第１の実施の形態と同一の部分には同一符号を用い且つ、その説明を
適宜省略する。本実施の形態はフロントモニタフォトディテクタ回路１３の構成を示した
もので、図１に示した第１の実施の形態のフロントモニタフォトディテクタ回路８に相当
する。このフロントモニタフォトディテクタ回路１３は第１の実施の形態と同様にフォト
ディテクタ（ＰＤ）８１、電流電圧変換器（Ｉ／Ｖ）８２、サンプルホールド回路（Ｓ／
Ｈ）８３、８４を有し、さらに電流電圧変換器８２の出力信号を差動出力にする差動出力
回路８５を有している。
【００３９】
　次に本実施の形態の動作について説明する。図示されないＲＦ信号処理回路側が第１の
実施の形態で示したのと同様にサンプルホールド信号を入力できる入力インターフェース
を持っている場合は、サンプルホールド回路８３、８４の出力側とＲＦ信号処理回路の入
力とを図１の場合と同様にフレキシブルケーブルで接続する。
【００４０】
　しかし、ＲＦ信号処理回路側がサンプルホールド信号を入力できる入力インターフェー
スを持ってなく、図７に示すように、差動信号を差動増幅器９６で入力し、得られた信号
をサンプルホールドするサンプルホールド回路（Ｓ／Ｈ）９７、９８を持っている時は、
フロントモニタフォトディテクタ回路１３の差動出力回路８５の出力側とＲＦ信号処理回
路１４の入力側とをフレキシブルケーブルで接続する。これにより、電流電圧変換器８２
の出力信号のサンプリングをしないでそのままＲＦ信号処理回路１４に伝送することにな
る。
【００４１】
　本実施の形態によれば、フロントモニタフォトディテクタ回路１３はＲＦ信号処理回路
９が持っている入力インターフェースに応じてサンプルホールド信号或いは差動信号を出
力できるため、フレキシブルケーブルで接続できるＲＦ信号処理回路の種類を増加させる
ことができ、フロントモニタフォトディテクタ回路１３の汎用性を向上させることができ
る。
【００４２】
　尚、図示していないがフォトディテクタ回路についても、上記したフロントモニタフォ
トディテクタ回路１３と同様の構成にして、サンプルホールド信号と、差動信号が出力さ
れるようにしておけば、同様の効果がある。
【００４３】
　また、上記のような構成のフォトディテクタ回路及びフロントモニタフォトディテクタ
回路を１チップに集積化することができ、図２に示した第２の実施の形態と同様の効果が
ある。
【００４４】
　尚、本発明は上記実施の形態に限定されることなく、その要旨を逸脱しない範囲におい
て、具体的な構成、機能、作用、効果において、他の種々の形態によっても実施すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る光ディスク装置の構成を示したブロック図であ
る。
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【図２】図１に示したサンプルホールド回路７３（８３）、７４（８４）の構成を示した
回路図である。
【図３】図１に示したサンプルホールド回路７３（８３）の他の構成例を示した回路図で
ある。
【図４】図１に示した電流電圧変換回路７２（８２）から出力される書き込み時の信号波
形例を示した図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態に係る光ディスク装置の構成を示したブロック図であ
る。
【図６】本発明の第３の実施の形態に係る光ディスク装置の要部の構成を示したブロック
図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態に係るＲＦ信号処理回路の構成を示したブロック図で
ある。
【図８】従来のフレキシブルケーブルを通過した際の信号の変形例を示した波形図である
。
【図９】従来のパルストレイン書き込み方式時の書き込み期間中のパワーモニタ信号例を
示した波形図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１……対物レンズ、２……ビームスプリッタ（ＢＳ）、３、４……集光レンズ、５……
半導体レーザー（ＬＤ）、６……レーザー駆動回路（ＬＤＤ）、７……フォトディテクタ
回路（ＰＤＩＣ）、８、１３……フロントモニタフォトディテクタ回路（ＦＰＤＩＣ）、
９、１４……ＲＦ信号処理回路、１０……デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、１１
……コントローラ、１２……フロントモニタ／フォトディテクタ回路（ＦＰＤＩＣ）、２
１、２４、２６……スイッチ、２２……抵抗、２３、２５……コンデンサ、７１、８１…
…フォトディテクタ（ＰＤ）、７２、８２……電流電圧変換器（Ｉ／Ｖ）、７３、７４、
８３、８４、９７、９８……サンプルホールド回路（Ｓ／Ｈ）、８５……差動出力回路、
９１……ＯＰＣ、９２……ウォブル・アドレス検出回路（ＷＯＢＢＬＥ・ＡＤＤＲＥＳＳ
）、９３……サーボ信号生成回路（ＳＥＲＶＯ）、９４……ＲＦ信号生成回路（ＲＦ）、
９５……自動出射パワー制御回路（ＡＰＣ）、１０１……サーボ回路、１０２……信号処
理回路、１０３……デコーダ、１０４……書き込みストラテジ・タイミング発生回路、１
０５……エンコーダ。
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【 図 ８ 】
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